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秋の真ん中に出る満月 平安時代からきれいな月を

愛で、季節の移ろいを楽しむ会としてあったものが

江戸時代に収穫祭の意味合いをもつようになったよ

うです。 

9月 13日（金）は保育園でお月見誕生会とお団子

作りを楽しみました。 

今日は、中秋の名月です 

お月見誕生会～今日はお月さま見れるかな？～ 

今回はお月見誕生会だったので保育士が月にまつわる劇を披露しました。 

～月にウサギがいる理由～ 

昔々山奥で、さる、きつね、うさぎが仲良く暮らしていました。 

三匹はお腹がすいて倒れているおじいさんを見つけました。おじいさんのために食べ物を探しに行

った三匹ですがウサギだけが食べ物を見つけらず、自ら火に飛び込んで食料となろうとしました… 

おじいさんの正体は、実は神様でウサギの献身的な姿から、月で暮らせるようにしてあげました。 

こういったわけで月にはウサギが見えるそうです…（インドや中国の昔話が由来だそうですよ） 

お友だちの皆さんと出会えて良かったです。生まれて来てくれてありがとう。 
これからもくじらで大きくなってくださいね！ 

HAPPY BIRTHDAY💛 


